
機械器具 58 整形用機械器具 

一般医療機器 手術用ドリルビット （JMDN:32390000）  

Anchor Lock ドリルビット 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【形状・構造及び原理等】          
〔寸法〕外装及び内装に記載 
〔性状〕未滅菌 
〔材質〕ステンレス鋼 

〔形状・構造〕 

 ドリルビット 1.1 

 
 
 
 

 

 
ドリルビット 1.5 

 
 
 

 

ｻｲｽﾞ L1 L2 

S 8 15.5 

M 8 25 

L 8 36.5 

 

 

【使用目的又は効果】   
歯科矯正用アンカースクリューの外科用手術に用いる器具で、動力式

の手術用穿孔器に取り付け、適切な速度で回転させて、骨に本品と同じ

径寸法の孔を作製するために用いる器具である。本品は再使用可能で

ある。 

   

【使用方法等】 
本品は「販売名：歯列矯正システム Anchor Lock（承認番号：

30100BZX00236000）」のアンカーロックスクリューを植立する際に使用し

ます。 

1. アンカーロックスクリューの植立用の誘導孔を形成する際に、アタッ

チメント（販売名：歯列矯正システム Anchor Lock、承認番号：

30100BZX00236000）のナット部に専用ドライバー（販売名：Anchor 

Lock ドライバーチップ、届出番号：20B1X00007001038）を用いてドリ

ル ガ イ ド （ 販 売 名 ： Anchor Lock ド リ ル ガ イ ド 、 届 出 番 号 ：

20B1X00007001039）を取り付けます。 

2. ドリルガイドに、電動式ハンドピースに装着した本品を挿入し、植立

部位に誘導孔を形成します。 

3. 誘導孔の形成後、本品をドリルガイドから取り外します。 

 

 

【使用上の注意】 
重要な基本的注意 
1. 本品は未滅菌製品のため、使用前にオートクレーブで必ず滅菌を行

うこと。滅菌条件 121℃ 20 分 

2. 洗浄、滅菌の際はなるべく精製水を使用すること。［水道水を使用す

ると塩素の影響で腐食するおそれがある］ 

3. 滅菌後は汚染に注意し、手指や未滅菌の器具等で直接触れないこ

と。 

4. 使用前に口腔外にて破損などの支障がないことを必ず確認すること。 

5. 電動式ハンドピースへの取り付けの際は、脱落や器具の損傷などに

つながらないように確実に奥まで挿入し、固定されていることを確認

すること。 

6. 使用前に電動式ハンドピースとの嵌合状況を確認すると共に、口腔

外にて回転させ、芯ブレなどに支障がないことを確認すること。支障

のおそれがある場合は新しいものと交換すること。 

7. 使用時の摩擦による発熱や外科的損傷による組織への侵襲を最小

限にするため、十分な生理食塩水の注入下で、適正回転数（600～

800 回転を推奨）で使用すること。 

8. 誤飲等には十分注意すること。 

9. 洗浄不良や不適切な保管方法により、ステンレス鋼にも錆が発生す

る場合があるので、適切なメンテナンスを実施すること。 

10. 本品は歯列矯正システム Anchor Lock の専用ツールのため、他

の用途では使用しないこと。 

相互作用（他の医薬品・医療機器との併用に関すること） 

［併用禁忌・禁止］（併用しないこと） 

医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

当 社が 指定 す る

以外の製品。 

器具の破損や術後不良が発

生するおそれがあるため、

指定以外の製品とは組み合

わせて使用しないこと。 

形状が異なるた

め、 適切な組合

せが得られない。 

 

【保管方法及び有効期間等】 
貯蔵・保管方法 

1. 未開封の状態で保管すること。 

2. 直射日光及び高温多湿、水濡れを避けて常温で保管すること。 

3. 歯科医療従事者以外が触れないよう保管すること。 

4. 適切なキャビネット内で保管すること。 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

［製造販売元］ 株式会社 ヨシオカ 

 長野県駒ヶ根市下平２９３４-５７７ 

 TEL0265-82-5959 FAX0265-82-6353 

［製造元］       株式会社 ヨシオカ 

［販売元］ 株式会社 ヨシオカ 

長野県駒ヶ根市下平２９３４－５７７ 

  TEL0265-98-8600 FAX0265-98-8601 
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医療機器製造販売届出番号：20B1X00007001041 号 

ｻｲｽﾞ L1 L2 

S 17 15.5 

L 15 24 

使用に際しては添付文書のほか、ユーザーマニュアルを必ず参照して下さい。 

【禁忌・禁止】 
1. 併用医療機器 

（1）当社が指定する製品以外とは組み合わせて使用しないこ

と。[相互作用の項参照] 

2. 使用方法 

（1）記載の使用目的以外に使用しないこと。 

（2）変形や破損した製品は使用しないこと。 
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